
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
０
１
９
年
１
月
３
日
、
新
し
い
年
を
迎

え
、
「
時
代
と
共
に
変
容
し
て
き
た
道
の
姿
と

周
辺
に
残
る
史
跡
の
探
訪
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
、
約
４
２
０
年
前
に
尚
寧
王
が
改
修
し
た
浦

添
城
か
ら
首
里
城
ま
で
の
約
４
キ
ロ
の
石
畳
の

道
と
そ
の
周
辺
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
５
４
名
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内

か
ら
の
参
加
者
で
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
数

名
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
毎
年
参
加
し

て
い
る
が
毎
回
勉
強
に
な
り
ま
す
」
、
「
丁
寧

な
説
明
で
わ
か
り
や
す
く
、
と
て
も
良
い
コ
ー

ス
設
定
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。  

 

薩
摩
の
侵
攻
を
受
け
た
後
、
琉
球
の
世
替
わ

り
と
な
っ
た
激
動
の
時
代
で
苦
悩
し
た
王
様
、

摂
政
、
三
司
官
な
ど
の
様
子
、
冊
封
の
式
典
で

上
演
さ
れ
た
組
踊
、
御
嶽
に
守
ら
れ
、
カ
ー

（
井
戸
）
を
中
心
に
生
活
を
営
ん
で
い
た
当
時

の
庶
民
の
生
活
の
様
子
を
想
い
な
が
ら
「
深
く

掘
れ
己
の
胸
中
の
泉
、
餘
所
た
ゆ
て
水
や
汲
ま

ぬ
ご
と
に
」
（
伊
波
普
猷
が
翻
案
し
た
琉
歌
）

の
言
葉
の
と
お
り
、
郷
土
へ
の
新
た
な
気
づ

き
、
先
人
た
ち
が
歩
ん
だ
時
代
に
思
い
を
馳
せ

る
時
間
を
参
加
者
と
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。  
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う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

【尚寧王が整備した浦添グスクの石畳道】 

浦添グスクの南側斜面に復元整備された石畳道。この

石畳道は尚寧王によって整備されたものです。イベン

トではここから首里城へむけてスタートします。 

 

な
お
、
史
跡
巡
り
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

 

尚
寧
王
に
よ
り
人
民
の
往
来
の
便
を
図
る

た
め
石
畳
の
道
に
整
備
し
た
「
浦
添
城
の
前

の
碑
」
。 

 

１
５
世
紀
に
整
備
さ
れ
た
宿
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
、
人
民
の
治
安
、
税
金
の
徴
収
な
ど

行
政
上
の
諸
業
務
を
行
っ
て
い
た
今
日
の
役

所
に
あ
た
る
「
浦
添
間
切
番
所
跡
」
。 

 

高
野
山
の
日
秀
上
人
に
よ
り
小
石
に
お
経

を
書
き
地
中
に
埋
め
妖
怪
退
治
を
行
い
、

「
金
剛
嶺
」
と
刻
ん
だ
石
碑
を
建
て
た
「
経

塚
の
碑
」
。 

 

首
里
王
府
か
ら
の
諸
令
達
や
貢
租
の
た
め

に
使
わ
れ
た
宿
道
・
中
頭
方
西
海
道
の
難
所

の
一
部
で
あ
る
「
ニ
シ
ヌ
ヒ
ラ
（
北
の

坂
）
・
フ
ェ
ー
ヌ
ヒ
ラ
（
南
の
坂
）
」
。 

 

板
橋
で
あ
っ
た
橋
を
虹
の
よ
う
な
石
橋
に

架
け
替
え
た
「
太
平
橋
（
平
良
橋
）
」
。 

 

１
５
世
紀
の
古
謡
（
屋
良
く
わ
い
に
や
）

に
も
謡
わ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
共
同
井
戸 

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
安
谷
川
」
。 

 

首
里
大
阿
母
志
良
礼
（
王
府
時
代
の
高
級

女
神
官
）
が
司
る
当
蔵
村
の
鎮
守
で
あ
り
首

里
城
外
６
御
嶽
の
一
つ
で
あ
る
「
安
谷
川

嶽
」
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
奥
間 

明
） 

 

浦
添
市
勢
理
客
地
域
の
史
跡
や
拝
所
な
ど 

を
散
策
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
下
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
イ
ベ
ン
ト
『
勢
理
客
地
域
の
散
策
』 

●
日
程 

平
成
３
１
年
２
月
１
０
日
（
日
） 

 
 

※
雨
天
中
止
で
す
。 

●
時
間 

受
付 

９
時
か
ら
９
時
３
０
分 

 

出
発:

９
時
４
５
分 

終
了:

１
２
時
３
０
分 

●
集
合
場
所 

結
の
街
駐
車
場
（
駐
車
場
は
狭 

 

い
の
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
主
な
ガ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト 

 

旧
小
湾
集
落
ジ
オ
ラ
マ
→
カ
ー
グ
ァ
ー
跡
、

ウ
ビ
ガ
ー
、
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
、
勢
理
客
御
堂
（
根

神
）
、
合
祀
祠
・
慰
霊
碑
、
勢
理
客
橋
碑 

 

※
ガ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

●
募
集
人
数 

８
０
名
（
小
学
生
以
上
。
た
だ 

 

 

し
小
学
生
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
） 

●
募
集
期
間 

１
月
１
０
日
～
２
月
７
日 

●
参
加
料 

一
人
３
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
） 

●
申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 
 

電
話
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

 
 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
・
月
曜
休
み 

●
注
意
事
項 

 

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど
は
ご
持
参
下
さ
い
。 

●
主
催 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会 

●
共
催 

浦
添
市
教
育
委
員
会 

●
後
援 

浦
添
市 

 

新
春
特
別
企
画 
歴
史
ロ
マ
ン
街
道 

 
 
 
｢

尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る｣

 
 
 

『
勢
理
客
地
域
の
散
策
』
参
加
者
募

集
中
で
す
！ 

【新たに整備された石畳舗装の道路】 

浦添と首里の間にニシヌヒラ（北の坂）という難所が

あります。今年度ニシヌヒラの上に新たに石畳舗装が

整備されました。ここを歩いて首里へ向かいます。 
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国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の

発
掘
調
査
で
の
出
土
品
や
戦
前
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 
 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 
 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 
 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 
 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
の
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公
園

の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
の
模
型
の
ほ
か
、

グ
ス
ク
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
出
土
品
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
３
５
５
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 
５
６
系
統 

 
 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
の
遺
跡
の
出
土
品
や
民
具
を
収
蔵
・
展

示
し
て
い
る
施
設
で
す
。
展
示
室
で
は
、
縄
文

時
代
の
土
器
か
ら
、
戦
前
ま
で
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
道
具
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
浦
添
の

歴
史
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

 

 
 

 
 

 

（
入
館
は
１
６
時
３
０
分
ま
で
） 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
）
・ 

 

 
 

年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
３
４ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
港
川
５
１
２
‐
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
３
４ 

 
 

 
 

内
線
（
６
２
１
６
・
６
２
１
７
） 

 
 

 

 
 

 
 

文
化
財
課
文
化
財
係
ま
で 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
系
統
他 

 
 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

○
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応
可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
０
０
０
円 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

電 

話 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【浦添グスク・ようどれ館】 

浦添ようどれ墓室（西室）の原寸大の模型がみどころ。館内

は、ＮＰＯ法人うらおそい歴史ガイドが展示の解説も担当し

ます。駐車場も完備しています（大型バスも対応可）。 

○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

○
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館 

【浦添大公園南エントランス展示コーナー】 

施設の中には「うらおそい歴史ガイド」が解説員としていま

すので、解説をご希望の方は気軽に声をかけてください。駐

車場も完備しています（バス対応可）。 

【浦添市歴史にふれる館（やかた）】 

平成28年2月にオープンした文化財の収蔵展示施

設。収蔵室の一部も公開しています。駐車場も完備

しています。 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 

浦添市歴史にふれる館の地図 

浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントランス展

示コーナーの地図 

ご 利 用 案 内 


